
平
成
二
十
年
十
月
七
日
受
領

答

弁

第

五

四

号

内
閣
衆
質
一
七
〇
第
五
四
号

平
成
二
十
年
十
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

麻

生

太

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
標
準
報
酬
月
額
の
改
ざ
ん
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
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衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
標
準
報
酬
月
額
の
改
ざ
ん
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
厚
生
労
働
大
臣
の
発
言
は
、
そ
の
発
言
に
あ
る
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
仮
に
こ
れ
を
調
査
し
て
み
れ
ば
、

社
会
保
険
事
務
所
の
関
与
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
分
か
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
厚
生
労
働
大
臣
の
発
言
は
、
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
た
昭
和
六
十
一
年
三
月
よ
り
前
の
被

保
険
者
の
加
入
記
録
は
、
紙
台
帳
で
あ
る
被
保
険
者
名
簿
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
訂
正
処
理
を
行
う
場
合
に
は
、

手
書
き
で
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
が
明
確
に
証
拠
の
残
る
よ
う
な
形
で
不
正
な
処
理
を

行
う
こ
と
は
、
一
般
的
に
は
考
え
に
く
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
件
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
本
年
九
月
二
十
二
日
現
在
で
、
年
金
記
録
確
認
第
三
者
委
員

会
に
お
い
て
、
社
会
保
険
事
務
所
の
行
っ
た
標
準
報
酬
月
額
の
記
録
訂
正
に
つ
い
て
合
理
的
な
理
由
が
な
い
と
さ
れ
た
事
案

が
一
件
、
社
会
保
険
事
務
所
の
行
っ
た
被
保
険
者
資
格
期
間
の
記
録
訂
正
に
つ
い
て
合
理
的
な
理
由
が
な
い
と
さ
れ
た
事
案

が
二
十
三
件
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。


